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は じ め に 

 

災害は、なんの前ぶれもなく突然襲ってきます。近年においても、阪神・淡路大震災

（1995年）、東日本大震災（2011年）、熊本地震（2016年）、九州北部豪雨（2017

年）が発生しています。福岡看護大学がある福岡市でも、2005年3月に発生した福岡西方

沖地震においては、大きな被害を受けました。日頃からの災害に対する心構えの希薄さや設

備の整備や物資の備蓄が個人や地域、自治体においても不十分であったことが一つの要因と

され、その教訓を生かし、今日各種の防災計画が策定され、施設の耐震整備も進められてい

るところです。 

 

福岡学園においても「安全で快適な教育環境」の確保が重要であるという観点から、いつ

発生するかわからない地震をはじめ、火災や風水害などの被害を未然に防止し、また万一発

生したときでも被害を最小限にとどめる様々な取り組みを進めています。 

 

このマニュアルは、学生の皆さんが、安全に安心して教育・課外活動さらには快適な日常

生活を送れるよう、震災や火災、風水害などの災害に迅速かつ的確に対応するために、学生

生活における注意事項や具体的行動を定めたものです。内容をよく読んで「いざ」という時

に備えましょう。 
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Ⅰ 地震 
 

地震はいつどこで起こるかわからない。日常生活すべての場面において、地震が起こったときの自己

の行動をイメージすることに努めること。また、避難路や避難場所は常に確認しておくこと。 

自宅においても、家具などの転倒防止措置や非常用飲料水、非常食や非常用持ち出し品を常備してお

くなど、緊急時に備えておくこと。地震発生時には、まず自分の身の安全を確保するよう努める。 

どんなに大きな地震でも、大揺れは１分程度でおさまる。揺れがおさまるまで冷静に待機すること。

また、常に周囲と声をかけあって集団で行動すること。 

 

 

学生の心得 

1） 個人行動やパニックは、被害を大きくすることがあるため、冷静に、落ち着いて、教職員の指示

に従うこと。 

2） 教職員が側にいない場合、余震の可能性もあるため、あわてずしばらく様子を見る。 

3） 火災が起きていないか？火災の場合は自分の身が安全な範囲で周囲の協力を得ながら初期消火

をおこなう。しかし、消火が困難と判断した場合は、火から離れる。 

4） 負傷者がいる場合は、安全な範囲で周囲の協力を得ながら応急手当をおこない、事務へ連絡する。 

5） 避難の際は、すみやかに教職員の指示に従い集団で行動をする。 

6） 避難後に安否確認をおこなうので、クラスリーダーは、可能な範囲でメンバーの行動を確認する。 

 

 

1． 地震直前（緊急地震速報）/ 地震発生 
 

■ 緊急地震速報がでたら、身を守る準備を！ 

周りの人に知らせ、身をかがめ 

頭部を保護するか、安全な場所へ移動 

窓や倒れる可能性のある物から離れる 

 

【大学構内にいる時】 
 

＜教室等にいる時＞ 

1） 個人行動やパニックは、被害を大きくすることがあるため、冷静に、落ち着い

て、教職員の指示に従う。 

2） 窓や棚、ガラス等割れたり中のものが飛び出しそうなものから離れる。 

3） 机の下等にもぐるか、バッグ・衣類などで頭を覆うなどして、落下物から頭と

手足を守る。 

4） 余裕があれば、ドア付近にいる人は、ドアを開け、出口を確保する。 

5） 演習等で、熱湯や薬品などを使用している時は、身の安全の確保を最優先し一旦離れる。 

6） エントランスホール/学生ホールにいる場合は、安全な場所に集まってしゃがみ、落下物に注意

する 

 

＜廊下、階段にいる時＞ 

1) 壁が倒れてくる可能性があるので、壁には寄らず、できるだけ教室に避難して机の下にもぐ

る。 

2) 教室がない場合は、LED灯などの下から離れ、衣服や持ち物などで頭を覆いかがみこむ。 

出典：効果的な防災訓練と防災啓発会議 
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3) 渡り廊下（玄関上）や階段を通行中の場合は、すみやかにそこから離れ、安全な場所に退避す

る。 

＜エレベーターに乗っている時＞ 

1) 最寄の階のボタンを押して、停止した階で降りる。 

2) 途中で停止した場合は、非常ボタンやインターホンで外部に救助を

求める。 

＜グラウンドにいる場合＞ 

広場やグランド等、落下物がない場所にいる場合は、その場で座り込

み揺れがおさまるのを待つ。 

 

 

【大学以外にいる時】 
 

＜乗り物に乗っている時＞ 

1) 急停車に備え、つり革・手すりなどにすぐつかまる。 

2) 停車しても、勝手に非常コックを使って車外へ出たり、窓から飛び出し

たりせず、乗務員の指示を待つ。 

3) 特に地下鉄などは、線路横に高圧電流が流れており極めて危険（案内が

あるまで、線路に降りるのは危険です）。 

＜地下にいるとき＞ 

1) あわてて出入り口に殺到せず、いったん壁や太い柱に身を寄せ、係員の指示に従う。 

2) 停電になっても非常用照明灯がすぐつくので、落ち着いて行動する。 

3) 出火がある場合は、近くの消火器ですばやく消火する。 

4) 地下での火災は煙や有毒ガスが充満しやすく危険である。ハンカチなどで鼻と口を覆い、体をか

がめて這うように壁伝いに煙の流れる方向へ避難する。 

＜ 路上にいるとき＞ 

1) その場に立ち止まらず、衣服や持ち物などで頭を覆いながら近くの空地、

公園や頑丈そうなビルの中へ避難し、落下物からの危険を回避する。 

2) ブロック塀や自動販売機など設置物のそば、ビルの壁際などへは近づかな

い。 

3) 垂れ下がった電線には近づかない 

4) 崖や川べりは、地盤が緩み崩れやすくなっている場合があるので近づかな

い。 地面の亀裂、陥没や電柱、塀等の転倒に注意する。 

＜自宅等にいるとき＞ 

1) 基本的には、教室等にいるときと同様に、あわてて外へ飛び出さず、机の下等に身をかくし揺

れがおさまるのを待つ。 

2) 足元の散乱物や落下物に注意して避難などの対応を行う。 

＜実習先の病院・施設にいる時＞ 

 大学構内に準じ、冷静に行動する。入院患者さんが動揺するため大声を出さない。 
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2．地震後（揺れがおさまったら）  
 

■ 避難口の確保と負傷者や火元の確認！ 

冷静に、落ち着く。 

自分のいる場所は安全か？ 

火災が起きていないか？ 

1) 火災の場合は自分の身が安全な範囲で周囲の協力を得ながら初期消火。また、消火が困難と判断

した場合は、火から離れる。 

2) 負傷者はいないか？ 

3) 負傷者がいる場合は安全な範囲で周囲の協力を得ながら応急手当をし、事務所等へ連絡。 

4) 建物の傾き、壁のひびなどを確認。 

5) 余震の可能性もあるため、あわてずしばらく様子を見る。 

6) ガラス、ホワイトボード、モニター等が倒れるおそれがなく、天井からの落下物や危険物の流出

が無いと確認できた場合は、その場にとどまる方が安全である。 

 

■ 避難指示および避難行動 
落ち着いて、安全に避難 

押さない 走らない しゃべらない もどらない 
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【大学構内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全

倒壊の危険がある　 （避難指示）

指示災害本部

消火安全確認
避難解除

避難行動

教職員の指示に従い安全な場所に避難

避難経路に沿って退避（階段を使用する）

（押さない　走らない　騒がない　戻らない）

全館放送

消防通報/避難指示

応急救護班

応急処置
福岡歯科大学グランド

避難者最終確認（チュータークラス別)

リーダー（不在の場合はサブリーダー）が確認を行なう

教職員の指示に従い報告する

授業

再開

負傷者がいる

場合

総務課

学生入試課

3585 3586 3587 3588

火災発生

教職員と協力

初期消火

負傷者発生

搬送援助

緊急地震速報

■ 身を守る準備

身をかがめ頭部を保護するか、安全な場所へ移動

窓や倒れる可能性のある物から離れる

地震発生

揺れが収まったら

まず落ち着く（冷静に）

個人行動はとらない

安全を確認

天井や壁の倒壊の

危険性がないか

教職員の指示に従い

冷静に待機する

館内放送を待つ（余震注意）
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地震発生時の行動マニュアル 
 

（教員・事務職員・学生 共通） 
 
 突然の地震災害が起こった場合や、緊急地震速報が流れた時に、まずとるべき行動です。「地震発生時の行動マニュ
アル」と「避難後の行動マニュアル」は、地震に直面した時にあわてて読むのでは遅すぎるため、必ず日頃から確認してお

くこと。 

 

 地震直前（緊急地震速報） 
 

■ 緊急地震速報がでたら、身を守る準備を！ 

周りの人に知らせ、身をかがめ 

頭部を保護するか、安全な場所へ移動 

窓や倒れる可能性のある物から離れる 

 

 

 地震発生  
 

■ 先ずは、自分の身を守る！ 

ただちに、身をかがめ、頭部を保護するか 

丈夫な机などがあればもぐる 

 

 

 揺れがおさまったら  
 

1）避難口の確保と負傷者や火元の確認！ 

気を落ち着かせ（声掛け） 

ドアや窓を開ける 

負傷者がいたら応急処置 

火が出たら初期消火 
 

2）避難指示および避難行動 

落ち着いて、安全に避難 

押さない 走らない しゃべらない もどらない 
 

3）建物の外へ出る時は、落下物に注意 

 

学生は、必ず教職員の指示に従い行動する 
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３．避難 
 

1) 教室にいる場合は教職員の指示に従って避難する。あわてて出口に殺到しない。 

2) 授業中であれば、教員を中心にひとかたまりになって、その他の場合でも声をかけあってでき

るだけ集団で冷静に避難する。 

3) 大きな地震には余震がある可能性が高いので、避難経路に添って避

難する。災害規模によって、直接に福岡歯科大学グラウンドに避難

する場合もあるので、教職員の指示に従う。 

○ 福岡歯科大学グラウンド ： 避難場所 

4) 落下物や機械類、棚等の転倒、地震による段差や陥没などに十分注

意しながら速やかに避難する。 

5) 避難は徒歩で、持ち物は最小限にとどめること。 

6) 身障者や負傷者がいる場合は、手助けしながら避難する。 

7) 重症等により避難できなかった人や行方不明者がいる場合は、教職員にすぐ連絡する。 

8) 室内では壁伝い、廊下では中央を通る。エレベーターの使用は厳禁。必ず階段を使用する。 

9) 停電している場合は、緑色の誘導等を目印に避難する。 

10) 避難場所においては、けが人等に対して医師などの応援が駆けつけるまで、できる限りの応急

措置を施す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

** 個人行動は厳禁 

** 教職員の指示に従う 

 

情報収集の際には、チェーンメールやうわさなどにまどわされず、大学や公共機関からの正確

な情報を入手して行動する。 
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【大学以外にいる時】 

＜実習の病院・施設にいる時＞ 

1) 実習開始前に病院施設のオリエンテーション（非常時）の確認をおこなっておく。

2) 災害後、病院施設の災害マニュアルに従った避難行動をとる。

3) 管理単位責任者（看護師長）の指示に従い、実習担当教員は学生を誘導し、病院施設指定の避

難場所に移動する。

＜通学中＞ 

1) 被害状況を正しく把握する。

2) 事前に家族と相談して決めた避難場所に移動する。ただし、被災場所やその場の状況によって

は安全を最優先し別の避難場所に移動する。

3) 避難中は警察や消防の指示に従う。

4) ビル内や地下街にいた場合は、「1.地震発生：地下にいるとき」の避難行動をとる。

＜自宅＞ 

1) 平時より自宅地区の具体的な情報収集手段および緊急避難場所等の確認をおこなっておく。

2) 足元の散乱物や落下物に注意して地域の避難計画にそって対応を行う。

4．安否確認 

1）学内避難時の安否確認

(1) 学年クラス別（A1～E4）のリーダー（不在の場合、サブリーダー）は、避難後に、教職員に

メンバーの安否を報告する。

(2) 一時避難時、最終避難時、必要に応じ避難誘導の教職員より指示がある。

2）実習時の安否確認

病院避難マニュアルに従い避難後に、実習リーダーは、実習担当教員にメンバーの安否を報告す

る。 

3）時間外の安否確認
学生は、直接事務窓口、電話またはメールにて被害状況のご報告をおこなう。

＜連絡先＞ 

福岡看護大学 事務課 

TEL：092－801－0486 

Email：knyushi@fdcnet.ac.jp 

＜報告事項＞ 

(1)氏名 (2)学籍番号 (3)本人、家族の状況 (4)自宅や避難場所等の状況 (5)緊急連絡方法など

災害規模により、通信網の寸断等で一般回線が使用できない場合は、「災害伝言ダイヤル」「災害伝言板

web171」を利用する。その場合は、「時間制限 30 秒」「字数制限 100 文字」があるため、「氏名」

「本人安否状況」のみおこなう。通信網が復旧した時点で、正確な情報を連絡する。 
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Ⅱ 火災 

 
「早く知らせる」「早く消す」「早く逃げる」が火災の被害を最小限に食い止めるポイント。日頃から消

火器や火災報知機などの配置場所、複数の避難路などを確認しておくこと。自宅においても消火器な

ど最低必要な設備は常備しておくこと。 

初期消火は大事。しかし大量のガスが発生したり、火が天井まで広がったら躊躇せず避難すること。 

 

早く知らせる！ 
(1) 「火事だ！」と大声で叫んで周囲に早く知らせる。 

(2) 事務室（3585・3586・3587・3588）へ火災の状況を連絡する。 

(3) 非常ベルを押す（報知器のベルが鳴り、消火栓ポンプが始動し、発火場所が防災に伝わる）。 

(4) 初期消火をおこなう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示
避難解除

福岡歯科大学グランド

避難者最終確認（チュータークラス別)

移動後、リーダー（不在時はサブリーダー）が再確認を行なう

教職員指示に従い報告する

災害本部

消火安全確認

自分自身の

安全確保

安全な場所に避難

教職員の指示に従い、他の学生と伴に避難

初期消火

消火器・消火栓

教職員と伴に行動

（講義/演習室）

学生は、教員指示に従い

避難

火災発見

総務課

学生入試課

3585　3586　3587　3588
火が天井まで

燃え広がっている

避難経路に火や煙が

まわる可能性がある

逃げ道がなくなる

火災が天井まで

届いていない

火災発生

全館放送

消防通報/避難指示

火災警報器の

非常ベルを鳴らす

助けを呼ぶ
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出典：もしもの時にあなたを守る災害対応マニュアル 
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Ⅲ．風水害 

 
台風は規模や襲来時間などを事前に予測することができる。正確な情報をはやく知って台風

通過に備え、通過中は外出しないこと。また、集中豪雨等により避難勧告が出されることも

あるので、テレビ等からの情報収集は怠らないこと。 

地震と同様、普段から非常用持ち出し品の準備をしておくこと。台風接近時には外出を控

え、飛びやすいものは屋外に置かず戸締りを厳重に。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：もしもの時にあなたを守る災害対応マニュアル 
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Ⅳ．日頃の準備 
 

大地震の発生を防ぐことはできなくても､適切な準備を行うことで被害を軽減することができます｡ 

どんな備えが必要か考えておきましょう｡ 

1) 避難場所の確認(大学付近および自宅周辺等) 

2) 家族との連絡方法および待合せ場所の確認 

3) 災害伝言サービスの確認と登録(メール宛先等の事前登録が必要) 

4) 帰宅ルートおよび所要時間の確認(災害時徒歩約 2.5km/h) 

5) 緊急時メモの作成･記入 

6) 具体的な情報収集手段および緊急避難場所等の確認(大学および通学途中) 

7) 転倒防止対策や緊急時アイテムの確認 

8) 大学および友人等への連絡方法の確認およびリスト整備 
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Ⅴ．弾道ミサイル落下時の行動について 
 

内閣官房国民保護ポータルサイト 

1．Jアラートについて 
弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合には、政府としては、24時間いつでも全国瞬

時警報システム （Jアラート）を使用し、緊急情報を伝達します。 

Jアラートを使用すると、市町村の防災行政無線等が自動的に起動し、屋外スピーカー等から警

報が流れるほか、携帯電話にエリアメール・ 緊急速報メールが配信されます。なお、Jアラートに

よる情報伝達は、国民保護に係る警報のサイレン音を使用し、弾道ミサイルに注意が必要な地域の

方に、 幅広く行います。 

 

1． Jアラートによる情報伝達 
** 弾道ミサイルが発射された旨の情報を伝達し、避難を呼びかけます。 

 

1）弾道ミサイルが日本に飛来する可能性があると判断した場合 
(1) 屋外にいる場合は、近くの建物（コンクリート造り等頑丈な建物）の中、または、地下（地下

街や地下駅などの地下施設）に避難して下さい。 

(2) 屋内にいる場合には、すぐに避難できるところに頑丈な建物や地下があれば直ちにそちらに

避難して下さい。 

(3) できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動して下さい。 

 

2）弾道ミサイルが日本の領土・領海に落下する可能性があると判断した場合 
** 続報として直ちに避難することを呼びかけます。  

(1) 屋外にいる場合には、直ちに近くの建物の中、又は地下に避難してください。 

(2) 近くに適当な建物等がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守って下さい。 

(3) 屋内にいる場合には、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動して下さい。 

 

3）弾道ミサイルが日本の領土・領海に落下したと推定された場合 
** 落下場所等についてお知らせします。 

(1) 続報を伝達しますので、引き続き屋内に避難していて下さい。 

 

4）弾道ミサイルが日本の上空を通過した場合 
** 他に追尾しているミサイルやミサイルから分離した落下物が我が国の領土・領海に落下する

可能性が無いことを確認した後、弾道ミサイルが通過した旨の情報をお知らせします。 

(1) 屋内に避難する必要はありません。 

(2) 不審な物を発見した場合には、決して近寄らず、直ちに警察や消防などに連絡して下さい。 

 

5）日本まで飛来せず、領海外の海域に落下した場合 
** その旨を続報としてお知らせします。 

(1) 屋内に避難する必要はありません。 

(2) 審な物を発見した場合には、決して近寄らず、直ちに警察や消防などに連絡して下さい。 
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※ 落ち着いて、教職員の指示にしたがって下さい。 

※ 外にいる場合は、近くの校舎に入って下さい。 

※ ブラインドを下ろし、窓から離れて下さい。 

 

 


